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平成 29 年７月 12 日 

各 位 
会 社 名 株式会社パシフィックネット 
代表者名  代表取締役  上田 満弘 

（コード番号 3021 東証二部） 
問合せ先 取締役副社長 大江 正巳 

（電話番号 03－5730－1442） 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、平成28年７月15日に公表した平成29年５月期通期（平成28年６月1日～

平成29年５月31日）の連結業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせします。 

 

記 
 

１．平成 29 年５月期通期の業績予想数値の修正（平成 28 年６月１日～平成 29 年５月 31 日） 

(1)連結業績予想 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 5,050 312 320 214 41.35 

今回修正予想（Ｂ） 4,643 16 29 △6 △1.20 

増減額（Ｂ－Ａ） △407 △296 △291 △220 － 

増減率（％） △8.1 △94.9 △90.9 － － 

（ご参考）前期実績 

（平成28年５月期） 
4,563 118 136 90 35.25 

 

 (2)個別業績予想 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 5,010 320 214 41.35 

今回修正予想（Ｂ） 4,612 42 △8 △1.57 

増減額（Ｂ－Ａ） △398 △278 △222 － 

増減率（％） △7.9 △86.9 － － 

（ご参考）前期実績 

（平成28年５月期） 
4,546 147 93 18.01 
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１．修正の理由 
法人向け新品パソコンの出荷台数は、Windows XPサポート終了の反動減から回復基調にありま

すが、増加に転じる時期が期初の想定より半年程度遅れたこと、新たな機器が導入されてから使用

済み機器が排出されるまでのタイムラグが想定より長期化したこと等から、企業等からの使用済み

情報機器の排出台数は、回復傾向にあるものの、通期では予想より低調に推移し、仕入れの価格競

争も予想以上に激しいものとなりました。 
 
この市場背景から、セグメント別では、引取回収・販売事業においては、第４四半期で収益拡大

するも第３四半期までの減少をカバーするには至らず、売上高、売上総利益とも、予想より減少す

る見込みです。一方、レンタル事業は、重点取組の効果から、予想どおり推移し、前年同期比25%
の増収となりました。しかしながら、前述の引取回収・販売事業の減収、および、レンタル事業拡

大のための在庫拡充等の先行投資を実施したことから、全社売上高は約４億700万円の減収、売上

総利益も当初予想より減益となる見込みです。 
 
コスト面については、間接コストの削減を進めましたが、中期的な事業成長と企業価値向上を最

重要視した積極的な投資を当初予想よりも拡大して実施いたしました。具体的には、営業・マーケ

ティング強化、IT投資および新サービス開発への投資を行うとともに、既存事業の収益性向上、サ

ービス受注拡大のため、旧・東京テクニカルセンターを閉鎖し、最新設備を備えた新・東京テクニ

カルセンターを新設いたしました。さらに、拠点の再配置・適正化のため、秋葉原エリアでの直営

店舗の統合、仙台駅前店の閉鎖、広島支店の閉鎖を行い、これに伴う設備投資、移転・閉鎖関連費

用を計上しました。以上のような戦略投資の拡大、閉鎖・移転関連費用の計上を行ったことにより、

販売費及び一般管理費が当初想定より約60百万円増加するとともに、移転・閉鎖関連費用の一部を

特別損失として約20百万円計上する見込みです。 
 
この結果、連結業績・個別業績とも、営業利益・経常利益・親会社株主に帰属する当期純利益の

各利益が、それぞれ前回発表予想を下回る見込みとなりました。 
 
（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 
 

 

                                      以上 


